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ファイザー社の新型コロナワクチンについて

・接種直後よりも翌日に痛みを感じている人が多いです。
・これらの症状の大部分は、接種後数日以内に回復しています。
・ 疲労や関節痛、発熱など、１回目より２回目の方が、頻度が高くな
る症状もあります。
・ 接種後すぐにアナフィラキシーなどのアレルギー症状や血管迷走神
経反射が起こる可能性があります。

　新型コロナウイルスのワクチンの接種
は、皆さまに受けていただくようお勧めし
ていますが、接種を受けることは強制では
ありません。感染症予防の効果と副反応の
リスクの双方について、正しい知識を持っ
ていただいたうえで、ご自身の意思に基づ
いて接種するかどうかを判断してください。

　受ける人の同意がある場合に限り、接種
は行われます。同意がなく接種が行われる
ことはありません。
　職場や周りの人などに接種を強制した
り、接種を受けていない人に対して差別的
な対応をするということのないようお願い
します。

ワクチンの有効性と安全性

予防接種健康被害救済制度について

ワクチンの効果と副反応のリスクについて
正しい知識を持ったうえで、接種を判断してください

ワクチンを受けた後も
感染防止対策の継続にご協力を

接種に注意が必要な人など

ファイザー社のワクチン（コミナティ®）について
◎ワクチンの効果：
　新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）による感染症の予防
　メッセンジャーRNAワクチンという種類のワクチンです。ワクチ
ンを受けた人の方が受けていない人よりも、新型コロナウイルス感染
症（※）を発症した人が少ないということが分かっています。（発症
予防効果は約95％と報告されています。）

◎ワクチンの安全性
■接種後、数日以内に現れる可能性がある症状

　以下に当てはまる人は、ワクチンを受けることができない場合や、
注意が必要な場合があります。かかりつけ医などにワクチンを受けて
よいかどうかご相談ください。

　予防接種では健康被害（病気になったり障害が残ったりするこ
と）が起こることがあります。極めてまれではあるものの、なく
すことはできないことから、救済制度が設けられています。
　新型コロナワクチンの予防接種によって健康被害が生じた場合
にも、予防接種法に基づく救済（医療費・障害年金の給付など）
が受けられます。
　申請に必要となる手続きなどについては、健康づくり課にご相
談ください。

■八千代市での新型コロナワクチン接種に関する相談・予約に関すること
【八千代市新型コロナワクチンコールセンター】
電話番号：0570-001-098
受付時間：午前８時30分～午後５時15分（土曜・日曜日、祝日も実施）

■その他新型コロナワクチンに関すること
【厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター】
電話番号：0120-761770
受付時間：午前9時～午後９時（土曜・日曜日、祝日も実施）

■新型コロナワクチンの副反応等に関すること
【千葉県新型コロナワクチン副反応等専門相談窓口】
電話番号：03-6412-9326
受付時間：24時間（土曜・日曜日、祝日も実施）

発現割合 症 状

50％以上 接種部位の痛み、疲労、頭痛

10-50％ 筋肉痛、悪寒、関節痛、下痢、発熱、接種部位の腫れ

1-10% 吐き気、嘔吐

受けることが
できない人

○明らかな発熱がある人や、重い急性疾患にかかっ
ている人
○ワクチンの成分（※１）に対し、重度の過敏症を
起こしたことがある人

注意が必要な人

○現在、何らかの病気で治療中の人
 ・心臓病、腎臓病、肝臓病、血液疾患、免疫不全で
治療中の人

 ・血が止まりにくい病気の人や、血をサラサラにす
る薬（※２）を飲んでいる人

○以下のような症状が出たことがある人
 ・薬や食品に対する重いアレルギー症状
 ・けいれん（ひきつけ）

（※１）ポリエチレングリコールなどが成分として含まれます。ポリエチレング
リコールは、大腸内視鏡検査時に下剤として使用する医薬品をはじめ、さまざ
まな医薬品に添加剤として含まれており、化粧品にも含まれていることがあり
ます。その他の成分や、詳細については、厚生労働省のホームページをご覧く
ださい。
（※２）このワクチンは、筋肉内に注射をします。そのため、抗凝固薬（ワーフ
ァリン®、プラザキサ®、イグザレルト®、エリキュース®、リクシアナ®）
を内服中の人は、接種後の出血に注意が必要です。

※ 新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）による感染症が発症すると、熱や咳な
ど風邪によく似た症状がみられます。軽症のまま治癒する人も多い一方、症
状が重くなると、呼吸困難などの肺炎の症状が悪化し、死に至る場合もあり
ます。

　今回接種するワクチンはファイザー社製のワクチンです。
　ワクチンの有効性や安全性、接種に注意が必要な人などについ
て、以下のとおりご紹介します。

お問い合わせ先

　新型コロナワクチンを受けても、新型
コロナウイルスに感染する可能性があり
ます。
　ワクチン接種後も、引き続き「３つの
密」の回避、マスクの着用、こまめな手
洗いや手指の消毒といった基本的な感染
防止対策の徹底をお願いします。

現在、何らかの病気にかかって、治療（投薬）を受けている人へ大事なお願い

　ワクチン接種を受ける前に、その病気を診てもらっている医師に
予防接種を受けて良いか、必ず事前に診察時などに相談してくださ
い。新型コロナワクチンの予診票の記入欄には、「その病気を診て

もらっている医師に、今日の予防接種を受けて良いといわれました
か。はい・いいえ」の項目があります。いいえの場合は、接種を見
合わせる場合がありますのでご理解・ご協力をお願いします。


